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は
　
，し
　
が
　
き

昭
和
二
十
九
年
■
月
、

本
学
と
関
係
の
深
い
神
会
川
県
‐一命
件
「

エ
リ
ザ
ベ
ス
テ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
よ
園
長
沢
再
美
喜
女
史
よ
，
　
一日

内
に
ろ
み
積
穴
が
小
学
校
敷
地
拡
張
工
事
Ｆ
よ
り
破
壊
≡
れ
る
書

れ
が
あ
り
、

事
前
に
加
査
さ
れ
て
よ
女～‐
何
と
云
う
年
意
お
そ
通
年

を
受
け
た
。

皆
キ
衣
装
と
な
ほ
早
速
■
月
中
旬
、

学
生
工
こ

と
共

ｒ
日
目
に
走
き
、

現
状
を
見
て
ｔ
基
の
横
■
の
存
在
を
確
〓

した

■
、

そ
れ
ら
は
す
東
才
一既
に
盗
寝
開
日
を
し
て
は
い
る
が
、

Ｆ
減

前
に
内
部
を
清
掃
し
芋
術
”河
に
記
録
を
残
し

イ」
お

く
芯
″事
を
語

六工

一調
査
し
た
き
旨
を
兵
ヨ
女
実
に
お
伝
え
し
た
処
、

吉
〓

！ェ
‐ｉキ（

許
さ
れ
、

宿
合

，
小吉

・
発
折
舛瞥
至
一「の
援
助
を
約
さ
れ
―モ
上
ニ

■
教
授
は
帰
芋
佐
、

百
ち
に
大
学
当
，
と
打
宙
さ
れ
、

〓
つ
た
央

ン
一
れ
予
一式
Ｌ
一二
工
主
■
一「
う
一胡
本
一言
十一二
柔
の

一
ン
一ヽ
し
て
一付
，う
一事
／下
一、　
すネ

十
ｆ車
“
‐‐、華
旺ユド
に
，よ
イ一つ
手一一「拓与
才
戸作
！判
よ
、　
一同
表女岳
ネャ（下
万
ｆ
」
〓完
ｔ一，十
一ｔ
声
一

程
慎
大
改
町
覧
者
は
積
矢
調
査
報
告
　
合占
Ｈ
安
女
じ

一天

共
に
、

予
定
の
調
査
餅
日
に
つ
い
て
時
日
も
切
迫

し
て
い
る
の
で

神
奈
川
県
教
育
姿
員
会

，
文
化
財
一保
護
委
員
会
記
念
物
謀
の
了
解

を
示
め
、

か
つ
神
奈
Ｗ
県
文
化
財
専
門
委
一員
赤
星
直
３
氏
つ
指
導

一李
”
を
十妥
一話
し
、　

六
月
一十
八
再
―
■
ご
と

一日
の
尊甲
一
れ
を
空
令施
し

た
．

従
っ
て
本
調
査
は
以
下
に
ホ
一
よ
る
却
く
、

既
年
の
知
見
に
何

等
）〓
し
カ１１
，

へ
き
新
事
実
は
見
と
し
得
た
か
つ
た
が
、

前
記
沢
田

，女
一生
うャ杓
か生
回
百
・り
御
援
助
、
‐大
学
一当
局
、　
兵
淳イ
■
落
井作
夕
の
理

拝
五
る
後
援
．

併
せ
て
参
那
≡ご
れ
た
学
生
話
君
の
】
わ
て
率
心
な

作
一業
に
よ
，
行
い
得
た
文
化
財
保
護
法
稀
一行
後
の
本
芋
掟
れ
の
野

外
一考
百
一芋
実
一宮
で
あ
る
事
■
胃
一娯
に
記
Ｌ
、

発
据
ユ
当
者
と
し
て

す休
一モ
一
一
「抑
吉
一
を
圭
↑
一，
ス
ゥ
ヤも
の
イビ
Ｌ
中
▼（弘
）

〓工
■
一一而
禅取
‐夕ｉ”
イ
中△店
モ
一膚
Ｆ
質

問
下
に
み
加
さ
れ
卒
一中・
つ
た
が
　
調
査
終
了
後
も
と
な
学
〔
的
に

御
一者
矛
を
得
た
前
記
赤
星
直
忠
　
十・（炭
町
女
吉
委
員
会
鈴
不
年
の

両
氏
及
び
調
空
中
、

学
生
の
者
■
を
分
と
し
ヤ
≡頂
い
た
■
≡
付
手

塚
，ｆ
キ
孜
長
　
一東
京
片
一芋
天
十
十
一―、文
科
，学
研
究
科
！考
古
ギ
■
キ

ヤ
一一・

吉 Ⅲ
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梅
婁
★
磯
町
安
宕
日
生
丈
デ
合
一報
告
　
（一中
川
貴
え
ゼ

〔」　　　”官
す「舛一一ｒ
工“
す十
一一一
一ｉ一
「「・いバ
′／ｉ卦型
土一≡
≡イエ
テ一キメ
一っ
汁４
十一”
一
↓，ｆ，一≡々
．

調
　
杏
一　
の
　
経
　
過

〓
●
十
ア、ロ
イ■
時
二

一
分
、

宮
本
教
授
、
中
川

・
十
を
二
ヽ
す
ぃ

京
駅
出
発
、

十

一
時
）宿

舎
子
供
会
館
に
入
均
　
午
後

一
時
先
十
チ
ヽ

蒔

■
捧
ｒ
才
．作
業
門
や
、
Ｉ

ム
ｈ
十
積
代
内
力
土
け
，
排
出
十
主

■
市
う
，
Ｉ
号
点
現
に
再
阿
し
、
再
＝
に
ト
ン
ガ

ｆ
ｆ
？
Ｌ
ち
，

石
”
用
材
手
が
■
一■
二
〓
れ
、

最
近
ま
て
何
人
か
が
■
Ｔ
ニ
　
ユ
ト

予
打
が
あ
つ
た
一
二
れ
ら
を
非
肖
丁
る
と
ネ
間
近
く
，
中
央
耳
ｉ
！

た
い
よ
つ
須
〓
■
片
か
検
出
≡
れ
た
　
ＩＩ
号
も
最
近
〓
モ
ゴ
　
十
一

工
貨
馬
ご
れ
た
ら
Ｌ
く
二
●
担
の
厚
き
一
≡ゴ
ミ
が
生
毛
一１
　
１
一

も
償
反
Ａ
回
【
・切
通
し
を
作
る
掘
日
作
業
の
為
、

前
■
≡
■
対
≡
≡

‐，
イ
い
た
。

六
百
よ
つ
↓鉄
片
が
数
庁
一積
出
さ
れ
た
ｔ

午
後
三
Ｌ
た
「

立一本
一」は一　コ！

す
・，
・丁
「
〓
〓
雨
十　
一Ｔ
生
ｔ
，
一
ｒ
ｉ
時
″＝
”〓養
開
一燎
、　
一北
手
〉土
計
一！一す
一【

作
業
終
了
、

床
市
た

と
何
等
の
追
胸

・
施
設
に
認
わ
を，
■
■

≡
≡

午
後
よ
，
実
抑
！■
行
１
，
丁
号
は
内
市
の
上
秒
れ
ェ
〓
粗
を
千
■

く
とヽ
稀
■
央
■
二
百
一可
片

・
北
【片

・
須
ぽ
器
「い
片
を
椛げい抹
上
■
ト

一一方
一Ｌ
「一
、　

　
一仁一　
〓
」
、　

　
〓
一
・―千け
一
「科
一　
一　
一一し
崎
ギ
一一
，
一，
一
一
ご
　
一ャ　
↓占
一　
一　
．

，
，
ブう
一一
　
すイ
↓十”
一一古
≡
　
，・

に
，

≡
末
ｉｌｌｌ
一！■
「
！卜
一
ｆ
ｉ
ビ　

≡
峠
十
庁〓
一す
Ｌ
！
．

！
一戸●
　
一一　十‐
〓」
「十二

一　
」
一　十　
一　一ャ名一
一一
」呼
・作卜一
一
一月
」「
　
　
ｒ，一　
，　一い山
一，
一十詳下↓【一一「

ャ一．！　
口内一

ヽ

一一夕一
を一，生付Ｌ者宝亘草

帝
Ｊ
　
！”
近
”
子
，
昨

‐
！！…――
、
一血
・
百
手
フ”
汁
土
作
革
・問
”崎
、

急
科

百
モ
Ｌ
ｋ
”
れ
竹
〓

‐二
　
十一を
を
■
　
ま
た
〓
―
プ
一■
庄
，
も
ぐ

≡〓
「
≡
Ｈ

・
工
号
何
た
ち
風
化
の
為
末
井
部
・落
下
、

Ｎ
号
土
ル
中

よ
ｈ
新

し
い
丁
一
致
今
与
死
体
を
発
見
、

夏
に
ホ
百
よ
い
１
、甘

片

≡
疾
「出
、　
十二
一Ｔ
れ（幹
モ
ト
佐
！
，
うャ
」ｔ‐
”
い付
合
言
っ
け
…、ヤ却■
令
・一を
率
力亭
一、　
一雨

■
た
ち
十
後
造
物
実
測
↓
実
営
■
行
う
．

一≡
，
ど
ｉ
」中一　
学
生
す
！
を
、

九
時
作
業
海
始
、
可
号
内
Ｈ
土

ル
と

よ
，
石
外
！【宝
珠
＝
た
上
、
ド
キ
フ床
面
・≡≡信
帰
、

Ⅵ

・
Ｗ
手
ツ排
土

作
半
Ｆ
い
、

Ｗ
号
に
阿
■
状
机
■
只
い
の
モ

下
叫怯
の
車
才あ
中く
ｔ

年
た
，声

‘
ド
号
”
実
測
を
開
始
丁
，
ｔ

Ｗ
号
も
午
後
に
上
う，才
≡盗

ｆ抑
■
”「
既
、　

一
時
終
了
‘

」―
，旦

百
】
一！一　
学
生
【
名
、
，Ｌ
時
作
業
開
始
、

Ｗ
号
内
排
上
作

業
林
〓泣
、
■

ｉ
Ⅵ
号
ほ
」
―
プ
十
一昨
下
！
内
部
の
ｒ
，舟
と
略
測
を

行
―
一二

＝
号
ヽ
遺
物
な

―く
実
測
■
荷
い
、　

一
切
の
作
革
を
★
時
終

了‐
十“　｝午
．

遺
市郵
及
び
そ
の
周
辺

士
辻
跡
は
―ヽ‐！
奈
川
県
■
ｌｉｌｌ
火
世
打
★
は

一
一
ｉ
〓
本
地
、

束
れ

と
や
人
事
駅
市
Ｌ
∴
る
情
■
崎
〓
”
引
ヽ
、

丸

工
‐‐
一
一
イ
■
ン

一十
１
■
十
　

一
い
に
見
■
近
■
上
十
１１１
り
押
腹
に
■
ｉ
．

〓
有
山

点
十
一一オ
」
叫
■
い一有
●
五
よ
■
≡
，
十

一
，
〓
る
よ
丁
下
一
■
一
≡、
■

一ｉｆ
可
■
ｆ
ｔ
Ｌ
い
二
に
■
■
停
い一
■
向
ら
れ
一
・■
け
、

後
に
，
崎

キ
↑
十
一
一　
ヽ
■
に町
・八

ナ
声
ｎ
一
、

■

ら

一
，
、　

伸
杵
■
ヶ
■
一
件
μ
■
≡
≡
ヤ
ト
）
、　

一尚

時

に
切
一通
し
七
作
ら
れ
、

口
一工
へ
”
夜
逗
を
使
な
，
一‐し

い
ら

れ
た

と
ま
〓ｉ′　
我

女
ギキ
”
査
し
た
ｔ
キ
一，
世
穴
は
二
”
「
一一
五

十
し
に

百

Ｌ

、

■
・（つ
人
半

は
，門

堀

に
吟

し

村
一痕

■

れ

た

も
つ

の
４
一
一伴

て

あ

っ

た
■

年

―ヽ
田

）

一
｝
”

特

穴

祥

の

た
］
在

は

そ

の

壕

よ

，

竹
官
与

■

ヤ
．

た

‐ヽ

、

市

古

■
■

年

、

キ

肝

直

万
博

十

に

よ

つ
て

報
一十
〓
▲ｉ

■

・
ｈ】

み

（≡

ま
た

地

■
在

仁

”
対

土

卑

材

完

策
・鈴

木

昇

氏

■

宗
一
年
育
一思
氏

（
３

≡

｛↓
モ
一上
ユ
　
、　

今
一仲
言
『
・

北
々
豆
表
■
・作
赳
一下
！
■
巨
官
っ
■
一え
Ｔ，　
Ｈ
，■
，
ご

十

一
■
死
っ
十
一生

十

た
情
一束
群

上

に
，
打
す

る

）
麦

有

―……
積

穴
祥
一は
標

喜
一　
一
十
本
力
及
午
山

の
一所
々
地
ユ明
に
主
，

切

り

王

一
十
一煩
科
ェ

ｆ
ｉ

‐

■

■
支

力
西
側

科

面

う

表

土

一
●
姉
」、

風

化

岩

層

Ｉ

●
・卓

”
直

一ｒ
に

ｈ
ｉ
■

一子
に
宮

ま

だ
平

地

一年
岳
モ

・
Ｉ
米

―
■
ホ

●
■
ｆ
Ｉ

一

↓■
Ｌ

■
十
内

外

分
一間

隔

を
お

い
て
北

ｒ
十

ん
て

い，
ｉ

禄
！下

に
見

セ
■

―！、
と
，

，
救

れ

よ

う
愉

生
式

十
ネ
片
】が
出

土

し

た
と

ま

す
以

一
「
　

二
”
芋
一宕

は

よ
つ

た
現

在

の
市
一、
活
Ｔ
反
以
外

ど
赴

肺
一遠

物

●

一Ｔ
ど
に
行

広
≡
，―十
一
．

い
………‥
，一張

　
　
　
　
穴

一―■
↑
Ｔ
士
不
不
十

や小
Ｆ
汁
【
の
アｍ
く
一
ユ」ザ
つ
ズ
一カ
２
表
去
諄

京
千

いと
≡
…

試
情
ｒ
十
却
え
る
こ

」も
・ュ

以
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第 ■ 表 天 壊 出」僚 R 分 石 地 名 麦

早   十
1  支

  歌  十

警 つ =  庁 宇 〔「「繕 中 華 牛 導 幸

上OU

湾 併 諺 詣 鉾 形

喜 電 寺 1 2

生↑顧 南  91

…
  ゴ ヒ 101

百 キ 戸 径  4 ‐

ア=  キ打  ■■   ln l

場 谷 手 1 6‐

三 珠  出 1  3 1

= 域 由 1 1 4 1

とえ 用  iJ 1 7 1

立   野  1 3

谷 戸 口 1 2

谷   戸 - 2

高 平 谷 日 1 1 4

亨  1  費

ネ 郊  出  18

金入保 北 1 6

イ  南  18

辻 の  端  10

火 葬 場 i 3

″  南
1 6

士画年にF有 | ワ

高灘神|卜L裏  3

前 野 巧〔 1 7

裏 前 野 原  6

300

111)

鴨デし垣形 羽手板形

“高 工十 テレ

〓
↓長
野
）一ダ

有

Ｈ
た
一代
訂

手
革
ｉ
〓

（

石

か

つ

め

ヤ

≡
ナ

リ
、

海

妊

状

態

を

良

く

本

とヽ

一
い

た

。

然

・し
内

古

に
Ｊ

社

の

陶

器

が

あ

り

■

一捕

さ

れ

た

ら

し

く

、

注

地
には

た

か

っ

一
生

傘
力
２

昭
主
ク
解
じ

市出
　
＋
一
　
申輌

金
属
器

一畳
一カ
　

Ａヽ

（
〓力
３

図

１

）

一身
言
正
【
二

姫
」、

身
一
鴨

ど
一

一禅
、

古
堰
Ｃ

。
と
担
、

一裏
残
窄
長
西
瀬
で
、

厚

▲
二

だ
世
、　
〓氏

■

十
一
ヽ
■

〓料
の
倒
坤
形
無
恋
ら
卦

が
付

い
て

い
十
．

一日
刃
　
Ｂ
を
弔一３
因
２
）

身
残
存
長
〓
≡耳

神
。

刃

ヤ丁
　

Ａ

３
升
３

函

３

）

全

身

一
三

・
有
一瓶

、

身

幅

一
二
一．部
十、
十
一略
●
・

四
瓶
卜
や

、ヽ
正
り
を
有

す

ろ

。

鉄
抜
　
一ｉ
一仰
分

，
一坪
３
図

４
）
何
れ
ヽ
有
茎
陽
決

ｔ

■
】

平百 F晟丸廷形 旧九=形 羽子板形 鴨丸を形

短径   2 2 0

〔司    160

室
 断 可 :吉 悌 形

穫 |

ナ| |
]互
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羨

湿 度
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〓一一一，

一炉
一　
　
毎タ
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左「  11と   と ｀‐Ⅲυ ―YY

得壁
・

需 曇

一カ

　

ャ丁

古
」
　

「力
　
【以

琢  |

十
一六

（
１

▼
析

一
一
キ
占
氏
て
ヽ

の

テ
〒
じ
■

」
Ｌ
Ｏ
つ

に

、

Ｉ

，
Ｗ

手
≡
≡
〈
モ

　

怖
」
と

何

ｉ
ｔ
切
通
し
掘
開
い
卜
に
班
安
ど

「ヽ一一
一，一
・【
ャ
‐
」
ｉｔヤ
！ャ

（
の
二

〉

ｉｌ

工
，
は

ヽ
す
赳

卜
に

中
‐Ｊ、
Ｖ

Ａ
生

ク
い̈
ネ

〔
ヤ
荘
＝

一か

，？
り
Ｉ
秒
利
が
一体
面
上

一由
に
厚
き

一
０
れ

に
敦

か
「サ

・
い
た
。

詰

ｒ

一
牛
付
の
糾

さ

を
示

十
ｉ
ｔ
ｎ
ｉ
Ｐ
、

一致

ｔ

い■
よ

ゐ
三

に
め

か
系

Ｈ
Ｉ
【ｆ
一中
ろ

．

天
丼
に
巾
〓
担
の
ノ
ミ
ｈ
Ａ
″軒
下

れ
た
じ

道
物
は
す
べ
一
．破
損
！枚
乱

し
て
、

原
位
置
を
示
十
・も
の
は
な

い
，

生

Ａ
通

玉

ほ

立

八

主

中

よ

り

（空
ネ

集

て

混

八

て

▲
■

毛

（
二
じ
一１

一
／

力
残

た
いヤ
巾
降
一
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